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新型コロナが物流需要へ与えた影響

新型コロナが貨物輸送量へ与えた影響

ポストコロナに向けての動向

新たなロジスティクスの展開



新型コロナが日本経済へ与えた影響

2020 年 4-6 月期のGDP成長率は、実質8.3％減（年率換算で29.3％減）。リーマ
ン・ショック後の2009年1～3月期の年率17.8％減を超える最大の落ち込み。

個人消費は前期比7.9％減、設備投資は4.7％減。
外需は輸出が18.5％減。リーマン・ショック時の2009年1～3月期の25.5％減に迫

る下げ幅。輸入は0.5％減。
2020年7-9月期は実質5.3％増（年率換算で22.8％増）、 10-12月期は実質2.8％

増（年率換算で11.7％増）、2021年1-3月期は年率換算で5.47％減が予測されて
いる。2022年度になっても2019年度の水準にまでは回復しない予測。2023年度に
回復。

出典:日本経済研究センター「ESPフォーキャスト調査」
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購買品目の変化

新型コロナが消費支出に与えた影響

出典:総務省統計局「家計調査報告」より作成4



世界の小売額とEC小売額の推移
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出典：eMarketer “Global Ecommerce Update 2021”を基にジェトロ作成資料

日本の消費者向け販売（BtoC）における電子商取引（EC）による比率は2019
年は6.76％となっており、近年大きく伸長。諸外国に比べれば日本の比率は決
して高くはなく、イギリスは約20％、アメリカは約10％、さらに中国は36.6％に達
しているとされている。



新型コロナにおける
主な通販サービスの変化①ネット通販サイト

事業者 前年同期比

楽天

国内EC流通総額
+ 9.8%（9,271億円）2020年1～3月
+15.2%（1兆309億円）2020年4～6月

ショッピングEC*1流通総額
NA 2020年1～3月
+48.1%（金額不詳）2020年4～6月

国内EC売上
+14.8%（1,246億円）2020年1～3月
+14.0%（1,332億円）2020年4～6月

Amazon
売上高（Online Stores）

+25%（36,552百万米ドル）2020年1～3月
+49%（45,896百万米ドル）2020年4～6月

*1：楽天市場、ファッション、ブックス、Rakuten24（医薬品）、ネットスーパー、Rebates、ラクマ

出典：流通経済大学宮武宏輔先生作成
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新型コロナにおける
主な通販サービスの変化②ネットスーパー

事業者 前年同期比増減

コストコ

利用者数 +317.1%（3,020千人）2020年4月
売上高 + 48.3%（金額不詳）2020年3月
(全世界) + 85.7%（金額不詳） 4月

+106.2%（金額不詳） 5月
+ 85.8%（金額不詳） 6月
+ 75.3%（金額不詳） 7月
+101.9%（金額不詳） 8月

楽天西友

利用者数 +70.3%（2,760千人）2020年4月
売上高 +14.8%（1,246億円）2020年1～3月

+14.0%（1,332億円）2020年4～6月
※楽天市場、ファッション、ブックス、Rakuten24（医薬品）、ネッ

トスーパー、Rebates、ラクマ合算。

イオン

利用者数 +78.9%（1,980千人）2020年4月
※イオン発表ではネットスーパーの新規登録会員数が2019年比4

倍超。
売上高 +2割（金額不詳）2020年2～5月

イトーヨーカドー
利用者数 +38.4%（1,440千人）2020年4月
売上高 － 8.8%（93億円）

出典：利用者数データはVALUES（2020）より
売上高は各社発表データを参照

出典：流通経済大学宮武宏輔先生作成
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小売業態別の伸び率の変化

業態別小売業販売額前年同月比（2020年3-7月）

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

0.0

10.0

20.0

2020年3月 2020年4月 2020年5月 2020年6月 2020年7月

小売計

各種商品小売

織物・衣服・身の回り品小売業

飲食料品小売

医薬品・化粧品小売業

その他小売業

無店舗小売業出典：商業動態調査より作成

注：2020年3～6月は確報値。2020年7月は速報値。
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小売業態別売上の推移
セブンアンドアイホールディングス

出典:セブンアンドアイホールディングス資料
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コンビニ売上の推移

出典:セブンアンドアイホールディングス資料
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新型コロナが自動車生産台数、出荷台数に与えた影響

出典:日本自動車工業会「自動車統計月報」より作成
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新型コロナが自動車貨物輸送に与えた影響
前年同月比の推移
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出典:国土交通省「トラック輸送情報」より作成



新型コロナが鉄道貨物輸送に与えた影響

出典:JR貨物資料より作成

輸送量 前年同月比
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新型コロナが内航船舶輸送に与えた影響

出典:国土交通省「内航船舶輸送統計調査」より作成

輸送量 千トン
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出典:（公社）全日本トラック協会、日本貨物運送協同組合連合会「求荷求車情報ネットワーク（ＷｅｂＫＩＴ）成約運
賃指数」より作成

新型コロナが運賃に与えた影響

トラック運賃指数の推移



新型コロナが国際貨物輸送に与えた影響

出典:国土交通省「港湾調査」財務省「貿易統計」より作成

16



国際海上コンテナ輸送の混乱
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出典:拓殖大学松田琢磨先生作成



国際海上コンテナ輸送の混乱
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出典:拓殖大学松田琢磨先生作成



新型コロナが国際海上コンテナ運賃に与えた影響
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香港の情報会社「フレイトス」によりますと、物流の大動脈となっている中国からアメリカ西海岸に
向かう航路では、40フィートのコンテナ1個当たりの運賃はことしに入って4000ドルを超えました。2
月上旬には4334ドルと1年前の3倍近くにまで高騰。この会社が情報を集め始めた2017年以降で
最も高くなっています。

出典:https://www3.nhk.or.jp/news/html/20210215/k10012867481000.html



新型コロナが物流現場に与えた影響

 三密対策が求められているが、物流現場では従業員が特定
の場所に密集する場合も多い。従業員が一定の距離を保て
るように、作業空間、人員配置を見直すなど、物流事業者は
対応に苦慮。

 ドライバーについても、宅配での荷物受け渡し、地域をまた
がった輸送において、問題が起きている。宅配については置
き配が進展。

 地方から東京向けのトラック輸送において、ドライバーによる
手積み手卸しを伴い、東京での滞在時間が長い業務が敬遠
され、ドライバー確保が難しいという状況が発生。

 野菜、果物、パンなどの個包装が要請される。
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 人手不足から、新型コロナウイルス感染拡大前から、セ
ンター内の自動化・省人化、荷待ち時間の削減、検品・
荷役作業の見直しによる時間短縮が大きな課題となっ
ていた。

 今後、ポストコロナとして、非接触物流への転換が求め
られ、

 物流現場での仕分け、ピッキング作業等の自動化・省人
化、さらに情報のデジタル化への対応が進展。

 従来から検討されてきた、自動化・省人化、さらに様々な
物流効率化への取り組みが、今後加速。

ポストコロナの非接触物流の進展
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新型コロナへのサプライチェーン管理における対応

出典:野村総合研究所資料
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今後のサプライチェーン管理における課題

出典:野村総合研究所資料23



 リスクに対応したサプライチェーン管理、ロジスティクス
体制構築。

 経済効率性を優先したリーンマネジメント、さらに世界中
から最適な調達先を選定するグローバル調達の見直し。

 サプライチェーンの一極集中と過度な在庫圧縮の見直し。

 調達先の国内回帰、一国集中度が高い品目についての
チャイナ・プラスワンなどの分散化。

 国内立地の分散化

 サプライチェーンの視点として、効率性を追求したリーン
だけでなく、レジリエンス、アジリティの視点も加えた管理
が求められる。

ポストコロナのサプライチェーンの見直し
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新技術とロジスティクス
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出典:産業構造審議会新産業構造部会「新産業構造ビジョン 中間整理」を参考にして作成



ロジスティクスの今後の方向性
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 物流DXの推進

 標準化の推進

 シェアリング

 ドライバー不足への対応

 労働環境の改善

 取引環境の改善

 持続可能な物流

 コロナ対応の物流

 災害に強い物流

 地球環境にやさしい物流

ロジスティクスの新しい姿とは？

ソーシャルロジスティクス

物流構造の改革



物流DX
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 企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデ
ジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、製
品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務
そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、
競争上の優位性を確立すること

出典:経済産業省「デジタルトランスフォーメーションを推進するためのガイドライン」

 デジタル化と何が違うのか



物流ＤＸ

28
出典:2020年代の総合物流施策大綱に関する検討会第7回資料



改革の前提となる電子化

■物流オペレーションに関する情報の電子化が進め
ば効率化が大きく進展

・定量的な現状把握、分析も遅れていた

・見える化が進展

・情報共有による部門間連携、企業間連携の進展

・新技術の導入により電子化が進む

→電子化が進めば新たな新技術が導入可能
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改革の前提となる標準化

■IoT等の新技術の導入の前提として標準化が重要

・パレット、かご車、通い箱、段ボール箱の標準化

・バーコード、賞味期限等の表示、表示方法の標準化

・伝票の標準化

・データの標準化

一番重要なのは

・物流作業プロセスの標準化

→商慣行の見直しが不可欠
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ソフト面、ハード面の標準化
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出典:国土交通省資料



加工食品分野における物流標準化アクションプラン
物流標準化に取り組むべき４項目
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ロジスティクス改革の方向性

 現在のロジスティクス

 需要に合わせて商品を供給

 情報がデジタル化されていない、共有化されていない

 先が読めないために、結果的にその場で対応するしかない

 需要変動が大きくなり非効率となる

 各企業が個別に対応

 今後のロジスティクス

 先を読んだロジスティクス

 サプライチェーンでの輸送情報、在庫情報、入出荷情報、需要予測情報、
販売情報の共有化

 サプライチェーン全体の流れを把握し、計画化、平準化

 ロジスティクスが計画化、平準化され、ロボット等の導入が進展

33



先を読んだロジスティクス

 前工程の状況を後工程に反映

 リードタイムの延長

 入出荷情報等を事前に通知

 在庫情報、輸送情報、販売情報、需要予測情報等を共
有

→情報共有、見える化による計画化、平準化。需要変動な
どにも柔軟に対応。

 物流条件の見直しによる物流需要の計画化、平準化

 センサーで感知し、管理することによって、自動的に
注文、補充等の業務を実施。

 サプライチェーン全体の計画化、平準化

34



物流産業の変革

 物流現場は個々の要望に何とか対応してきたが限界。

 従来、物流事業者側は、日々の無理難題に、何とか頑張って
対応するということが一番の役目だと考え、イレギューラーな
状態に対応する現場力が重要だった。でたとこ勝負の物流。

 物流産業が装置型産業へ転換

 装置型産業への転換において、今後、物流企業間の吸収合
併、他産業との連携、他産業からの参入が進展

 物流情報の電子化の進展により、物流はフロンティアに変化

 今後、物流事業者自らが主導的に生産性向上を実施。自ら
が標準化、計画化していくことが必要。現在のリードタイム、
納品時間、納品頻度、ロット、荷姿などの物流条件を変更さ
せることも必要。
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物流システムの変革

 集中型から分散型への移行

 貨物需給のマッチング

 貨物車、物流施設のシェアリングの進展

 従来のように荷主ごとに特定の倉庫、特定のスペースに保
管する必要がなくなる。リアルタイムの需要、さらに輸送手
段と連動させて、様々な企業が倉庫ネットワークの最適な場
所、保管スペースを利用。

 生産・流通・消費の垣根がなくなるなか、物流がシームレス
になる。

 実店舗とネット販売拠点の一体化。

 物流施設における最終製品化、カスタマイズ化。
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トレーラーの自動運転
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 国土交通省は、横浜港の南本牧ふ頭地区でコンテナを
輸送するトレーラーの自動運転の実証実験を始める。道
路交通法の適用を受けないコンテナターミナル内を自動
運転で走行し、運転・停止の精度や安全性、荷役設備と
の連携を検証する。車両メーカーなどと連携して２０２３
年３月まで続け、実用化を目指す。

 実証実験ではまず、現場を模した「模擬フィールド」でト
レーラーの自動走行を検証。その後、実際のターミナル
で走行。一般的なトラックに比べ、コンテナトレーラーは
挙動が複雑なため、安全性の確保に向けデータを集め
る。国交省によると、港湾の入り口部分ではトレーラーの
渋滞や待機が深刻化している。

 2020/07/10 日経産業新聞 より



首都圏における鹿島港
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出典:産経新聞座談会「道路から首都圏の未来を考える」



ご清聴ありがとうございました
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